
元町まちづくり連合会防災対策
災害対策本部の運用

12018.9.6 胆振東部地震 元町地区の被害 2018.9.5 台風21号 元町地区の被害



2

2019（R1）年



2020（R2）年 ～ 2021（R3）年

※ 連合会全域で防災の備えに関するアンケート
・胆振等地震発生後 防災意識が高まった 80％
・障害や病気などで自力での避難が困難、難しい 6.5%（126件）
・災害時にできそうなこと 近所の安否確認 62％

※ 内閣府 地区防災計画モデル事業の指定を受ける
・国及び大学とのリモート会議（研修）

※ 札幌市出前講座
・災害時要配慮者支援対策研修会
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災害対策本部を立ち上げる！

■ 有事の際、中心的役割を担うのはだれ？ →

■ 災害対策本部をどのように機能させるか？ →

■ 本部を立ち上げ（集まる）、情報を集めると、

→ すべきことが分かってくる、役割が分担される →
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役員
情報

本部運用

どこで、何が起きているのか、何が不足しているのかを把握



災害対策本部・避難所運用訓練（３年計画）

2022年 災害対策本部・避難所運用キッドを整備
・ 必要最低限の資料、様式、器具を整備して、区

域内５箇所の会館（管理する町内会）に配置

2022年 災害対策本部運用訓練（Ver.1）
2023年 災害対策本部運用訓練（Ver.2）
2024年 東区防災訓練

災害対策本部運用訓練（Ver.3）



災害対策本部・避難所運用資機材

① ②③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑫

様式・マニュアル

⑬ ⑱

⑲

㉑



訓練のねらい

➤情報を集める
・ 災害対策本部が情報を集める ・ 災害対策本部に報告する

・ いま どこで 何が起きているのか 何が必要なのか

➤情報をもとに、必要な対応（活動）を行う
・ 災害時に町内会・自治会がすべきこと（できること）

こうしたことを 実際 どのように動けばよいか を知る



2023年 訓練会場レイアウト
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避難所

報告・情報収集

報告・情報収集
避難所へ派遣

◯◯町内会 ◯◯町内会

・避難者30名 ・◯◯小学校に
・安否確認・・ 避難者50名
・ケガ人・・

町内区域図
要配慮者名簿
FAX用紙など

災害時要配慮者支援

安否確認・避難支援

よ
こ
い

避難所へ派遣

報告・情報収集

元町まちづくり連合会
災害対策本部

B自治会 災害対策本部A町内会 災害対策本部

炊き出し
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ホワイトボード

受付

進行・司会・解説

見学者（避難者）A町内会災対本部

B自治会災対本部

元町連合会災対本部

訓練会場レイアウト -2

見学者（避難者）

見学者（避難者）
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状況付与の例
訓練の状況を説明
しながら進行
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ガレキ散乱通行不能

情報を地図に落とす
資料２

◯◯さん90歳
安否確認中

◯◯宅 倒壊 安否確認中
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１０：２５ 札幌市震度７

１０：３３ 本部要員集まる 松尾、長土居、五十嵐・・

環状通り、苗穂丘珠通り通行可能、

元小の北方向に煙の情報！

１０：３５ 災対本部設置 資機材点検完了

１０：４０ 各地区に情報求める 松尾

停電！

１１：００ 区災対本部に被害等報告 五十嵐

記録・FAXの例
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山田
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避難所の状況を無線連絡



アルファー化米（わかめご飯）にひと工夫！
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札幌市広報番組の取材があり、ハンバーガーボーイズが訓練に参加した。

訓練の様子は、UHB放送「君だって町内会」で紹介された。
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